
楽器演奏も呼吸です。呼吸によって変化します。私と一緒
に音が出てきたり、彼も私の呼吸を感じてくれてそれが音
になるんです。
—ライブならではの醍醐味ですね。

太　CDだと毎回完全に同じ演奏で踊ることができるので、
ある意味安心感がありますが、生の呼吸が感じられないの
が淋しいです。
—そして橋本さんとだからできることもあるんですね。

太　橋本さんには、私が独立して初めて企画した公演にご
出演頂きました。それがキッカケとなり数回共演させて頂
いています。尊敬する大好きな演奏家です。飾らずとても
自然体の中に音楽への情熱が演奏に現れていて…。この
芸術的感性が自分のダンスに対する感性と共通していると
思っています。

五感を刺激する振動のようなダンスと音楽

—太田さんのダンスは音楽と相まって、お客様をも巻き込んでスペー

ス全体に広がり、強烈な「圧」が押し寄せて来るように感じる瞬

間があります。圧倒的なかたまりがうわーっとやってくる感じです。

太　かたまり？はははは（笑）
—単にダンスを「観る」、音楽を「聴く」ということでなく、肌で「体

験」する印象です。

太　「五感で感じる」ということですね。観るだけでない、
聴くだけじゃない。音楽ってすごい振動でしょ。ダンスも
観ていてそうした振動がお客様に伝わると思います。そこ
を感じて欲しいです。あまり観方を難しく考えるのでなく、
感覚的な部分で刺激したいし、刺激されたいと。そんなこ
とができると思います。
—太田さんがそうしたダンスを創り出すという意味では、ライブ演

奏の方が力を発揮しやすいのかもしれないですね。

太　ヴァイオリニストがバッハでアドレナリンがでるとあ
りましたが、私もバッハの生演奏があると俄然テンション
が上がって、何かいつもと違う感覚が出てくるというのは

　StudioGOO企画で何度も踊っていただいているダンサー、振

付家の太田ゆかりさん。彼女の主催するTERRIOTORHTHM

では音楽家とのコラボレーションを数多く行なっています。所謂

劇場でなく音楽専門のコンサートホールで上演することからも、

深いこだわりが感じられます。この秋、太田さんはヴァイオリニ

ストがもっともアドレナリンがでるとも言われる難曲、バッハの無

伴奏ヴァイオリンソナタ（＊1）に挑みます。その意気込みと、太

田さんのダンスの魅力を探るべくインタビューをさせていただきま

した。	 　　　　（インタビュー：StudioGOO	吉福	敦子）

呼吸の醍醐味

—太田さんはずっと音楽家とのコラボレーション、ライブ演奏にこ

だわって活動していらっしゃいます。それはどのような思いからな

のでしょうか。

太田（以下、太）　呼吸でしょうか。演奏家が楽器を演奏
する時の呼吸を感じられるのが面白いのです。昨年の
「Trace」という作品は、ソプラノ歌手とヴァイオリンとダン
スの共演でした。歌は、まさに呼吸。というのを強く感じ
ました。ダンスもあらためて呼吸だと思いました。歌とダ
ンスを合わせるのは、呼吸を合わせるということになりま
す。もちろん毎回呼吸が変化するので、全く同じ様には歌え
ませんから、それが難しいけれど、やりがいもありました。
　今回のヴァイオリンの橋本さん（＊2）の演奏も同様です。
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太田 ゆかりさん
Yukari Ota

太田	ゆかり
幼少時よりダンスを学ぶ。1993 〜 96年渡仏。99年 Dance Theatre 
LUDENS 設立メンバーとなりダンサーに加え、演出・振付補佐を勤め、12
年間の全作品・ツアーに参加。現在はフリーとなり「TERRITORHYTHM」
をはじめ、「Crossing」「Frame」「Trace」など、様々なジャンルの音
楽家とのコラボレーション作品を演出振付。2011年ジェローム・ベル演
出「The show must go on」に出演など、舞台活動の場を広げている。
またダンス講師としてセッションハウス、東京国際ダンスワークショップなど、
指導の場も広く、定評がある。http://yukari -ota. j imdo.com

＊1　無伴奏ヴァイオリンソナタとはヴァイオリンソロ演奏曲のこと。通常の
ヴァイオリンソナタはピアノとの二重奏。今回の上演は、ダンスソロとヴァイ
オリンソロのいわば 1 対 1 の「対決」というわけです。
＊2　橋本洋（はしもとひろし）ヴァイオリニスト　http://hiro-vn.com



はイザイのソナタ 2番を使うのですが、その中の第一楽章
は「obsession」というんです。強迫観念とか妄執、執着と
いう意味です。イザイはバッハの偉大さから逃れられない
みたいな。そして、その「怒りの日」がソナタ2番全体のベー
スメロディになっているんです。生と死とか執着とかスト
ラグルな脅迫観念とか。イザイが作曲家としてものすごく
葛藤している曲なんです。その葛藤を聴いてワクワクして
いたんだって…。その中に私のダンスに対する葛藤がある
のかなと思ったのです。暗い曲です。だけどその「死」の
暗さの中には「生」の喜びがある。死ぬことはキリスト教
では怖いことではなくて、私はクリスチャンではないです
が、何かそういうものを今回感じました。そして、先日の
メモ書きをみたら（＊注 3）すごくたくさん「葛藤」と書いてあっ
て、あ〜、私のダンスって葛藤なのかって（笑）。
　2楽章は「憂鬱」、三楽章は「影達の踊り」、最後は「復
習の女神たち」。すごいアタックなの。でもそのアタック
の曲を聴いて私は…燃えたぎる（笑）。何か内からの情熱
が出てきていたのです。そこで「あ、そうなのかも私」と
気づきました。ダンスに向っている姿勢というのが、「執着」
だったり、生きていく上での「葛藤」だったり。そうした
ものに、今一度向き合っています。

葛藤から次のフェーズへ

　もうひとつ調べたら、ある有名なヴァイオリニストが一
時、ヴァイオリンがまったく弾けなくなった時期があった
そうです。しかしイザイの無伴奏で救われたというのです。
偉大なすばらしいものを残している作曲家でもこんなに葛
藤していて、何もかもうまくいっているばかりじゃないん
だ、と思い安心したと。それを読んで、「は〜、そういう
ことか」と思いました。
　今回、敢えて今、この曲を選んだということを自分で確
認しました。これがソロに向き合う時に、自分が一番大事
にしていることで、無意識にたどり着くところなのなのだ
と。でもこれは経過であって、また次にたどり着くところ
あるのだろうなと思います。
   （2016 年 10 月25日　StudioGOOにて） 

あります。

クラシックを身近に感じて…

—太田さんはクラシック音楽にとても詳しいですが、何か楽器を

演奏していたことがあるのですか？

太　ピアノをやっていたのですがチョー下手でした。バイ
エルもなかなか進まなくて、先生に「ゆかりちゃん才能な
いね」って言われたんです（笑）。
—ひどい（笑）

太　小学生の時にバレエをやっていたので、母がいろいろ
バレエ音楽のレコードを買ってくれて、お姉ちゃんとふざ
けていつもそのレコードをかけなかがらバレエごっこをし
ていました。くるみとか白鳥とか。だから昔からクラシッ
クには馴じみがあり好きでした。おかしいですよね。バレ
エごっこなんて（笑）。
　またフランスに行った時に同じアパートに日本人のピア
ニストが住んでいて、彼女と仲良くなって、いろいろなコ
ンサートに連れていってもらいました。それから自分で
もじゃんじゃんコンサートに行ってCDも買いました。む
こうはそうした環境がすごくありました。コンサートも
安いし、ラジオつければクラシック専門チャンネルがあっ
て「あ、聴き逃さないように」ってメモしたりして。だか
らクラシック音楽は単純に好きなのです。その中でも特に
ヴァイオリンの音色が好きです。
　欧米ですと大きなコンサートホールでも、学生の買える
安いチケットがあって、ドレスアップしている大人から、
音楽やダンスを学んでいる学生達、ラフに音楽を楽しみに
来ている人々など、いろいろな人が聴きに来ていました。
垣根がないんです。

「葛藤」と向き合って

太　今回イザイを初めて使うんですが、私は昔からイザイ
のヴァイオリンソナタがとても好きで、あまりにも好きで
使えなかったんです。実は本番前にイヤホンでいつもイザ
イを聴いているんです。私の中ですごく思い入れがあるし、
イザイの曲を聴くとなにかワクワクして、それこそアドレ
ナリンが出てくるんです。
そこで今回、作品の中に取り込むのでもう一度きちんと楽
曲を調べてみました。もちろんバッハからの影響が大きい
のですが、それと同じくらいに、グレゴリオ聖歌のレクイ
エムの「怒りの日」の影響が大きく、ベースになっていた
ことがわかりました。
—「怒りの日」は聖書の最後の審判の日のことですね

太　そうです。でも私はこれを聴いてすごくワクワクし
て、どちらかというと喜びの感情が沸いてきました。今回

＊3　2016 年 10月2日「対話型鑑賞でダンスを観る会」＠StudioGOO。
あまりダンスを観たことのない一般の方に太田さんのダンスの観ていただき、
感想を話していただいた時のメモのこと。
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太田ゆかり　TERRITORHYTHM 公演
「SONATA」　Dance 太田ゆかり×Violin 橋本洋
2016 年 11 月10 日（木）15：00 ／ 19：00
会場：近江楽堂
お問合わせ：share11project@gmail.com


